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はばたく！　３２人の卒業生

令和８年度一般会計予算………………
第１回定例会主な議案…………………
令和８年度予算特別委員会……………
３人の議員が町政をただす……………
ハラスメント疑惑調査特別委員会報告…
あの政策提言はどうなった……………
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　３月１８日（水）に開催された西
川小学校の卒業式です。紅白の
アーチに送られて新しいステージ
へ向かう２４名の皆様卒業おめで
とうございます。

※上記二次元コードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。
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令和８年度一般会計予算令和８年度一般会計予算7070億円億円

特別会計予算 企業会計予算

大きな事業を実施するために
国や銀行などから借りるお金

町　税
6 億 7971 万円

（9.7％）

繰入金
12 億 2065 万円

（17.4％）

地方交付税
30 億円

（42.9％）

国庫支出金
5 億 5305 万円

(7.9％)

国庫支出金
5 億 5305 万円

(7.9％)

その他依存財源
2 億 230 万円（2.9％）
その他依存財源
2 億 230 万円（2.9％）

町債
2 億 1790 万円 (3.1％)
町債
2 億 1790 万円 (3.1％)

県支出金 
2 億 2049 万円 (3.1％)
県支出金 
2 億 2049 万円 (3.1％)

依存財源依存財源 歳入

町民税や固定資産税など
町民のみなさんが納める税金

基金（町の貯金）
を取り崩して事
業に充てるお金

※（　）は構成比

全国的に一定水準
の行政サービスを
保つため国から交
付されるお金

自主財源
町で集めるお金
28億626万円
（40.1％）

その他自主財源
9 億 590 万円
（13.0％）

その他自主財源
9 億 590 万円
（13.0％）

依

　存

　財

　源

自
　主
　財

　源

国からの補助金など

使用料や手数料など

国や県、借入金に
頼るお金

41億9374万円
（59.9％）

地方消費税交付金や地方譲与税など

県からの補助金など

総務費
8 億 6887 万円

（12.4％）

民生費
10 億 2214 万円

（14.6％）

衛生費
7 億 4249 万円

（10.6％）

土木費
7 億 2504 万円

（10.4％）

商工費
14 億 8293 万円

（21.2％）

教育費
5 億 5359 万円

（7.9％）

災害復旧費
1 億 7798 万円 (2.5％) 

公債費
6 億 6662 万円

（9.5％）

農林水産業費
4 億 1895 万円
(6.0％)

農林水産業費
4 億 1895 万円
(6.0％)

その他 1 億 1871 万円 (1.7％)その他 1 億 1871 万円 (1.7％)

庁舎や水沢温泉館などの施設
管理、各種システムの維持、
管理などにかかるお金

高齢者や障が
い者、子ども
の福祉対策、
路線バスなど
にかかるお金

歳出
健診や予防接種、
ごみ処理、病院
会計繰出しなど
にかかるお金道路や河川の維持、

整備、除雪などに
かかるお金

学校教育や生涯学
習、スポーツ振興
などにかかるお金

町債として借りた
お金の返済など

商工業や観光業など
の振興にかかるお金

議会費や労働費など

※（　）は構成比

消防費　
2 億 2268 万円 (3.2％)

消防や災害対策などに
かかるお金

農業や林業、畜産業などの
振興にかかるお金

被災箇所の復旧などにかかるお金

国 民 健 康 保 険 国 民 健 康 保 険
大井沢歯科診療所

寒河江ダム周辺
施 設 管 理 事 業 病 院 事 業 水 道 事 業

5 億 8338 万円
( 1.8％減 )

366 万円
( 10.9％増 )

432 万円
( 0.7％増 )

7 億 8710 万円
( 2.1％増 )

2 億 875 万円
( 2.8％増 )

後期高齢者医療 介 護 保 険 公共下水道事業 農業集落排水事業

1 億 2973 万円
（1.9％増）

7 億 6022 万円
（0.6％増 ）

1 億 7018 万円
（0.7％増）

2695 万円
（5.7％減）

※（　）は前年度比

※1 骨格予算とは：�年度当初の４月に町長の任期満了により選挙が行われるため、当初予算に年間の義務的経費
や継続事業費程度を計上した予算です。

前年比22.2％減 骨格予算※1

町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移

令和５年度令和５年度

20億
5703万円
20億

5703万円

令和６年度令和６年度

22億
1481万円
22億

1481万円

令和７年度令和７年度

20億
6600万円
20億

6600万円

※左のグラフは企画財政課が作成した
資料に基づくものです。

※減債基金とは、町債として借りたお
金の返済や、その信用の維持のため
に設ける基金です。

令和8年
第 1 回
定 例 会
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議案番号 件　名 議案の主な内容

同意第1号 農業委員会委員の任命

阿部栄蔵さん（吉川）、佐藤義美さん（入間）、大
泉孝吉さん（海味）、吉見秀秋さん（睦合）、渡邊
孝祐さん（海味）、髙橋千夏さん（吉川）、工藤俊
之さん（沼山）、土田義則さん（睦合）、沼澤真由
美さん（入間）、工藤宏幸さん（吉川）を任命する。

同意第2号 人権擁護委員候補者の推薦
令和 8 年 6 月 30 日をもって任期満了となるので、
佐藤健一さん（睦合）を再任、奥山茂樹さん（海
味）の後任として荒木弘さん（間沢）を新たに
推薦する。

議第3号 過疎地域持続的発展計画の変更 過疎地域の特別処置法の規定により変更する。

議第 4号 乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の設定

乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める。

議第5号 一般職の職員等の旅費に関する条例等
の一部を改正する条例の設定

一般職等に公務のために支給する旅費の基準を
見直す。

議第6号 一般職の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定

医療職としての業務を行うために必要な職務を
新たに加える。

議第 7号 町立学校屋内運動場使用条例の一部を改
正する条例の制定

小中学校体育施設の冷暖房費の費用を新たに定
める。

議第 8号 都市公園条例の一部を改正する条例の
制定 睦合公園テニスコートを廃止する。

議第 9号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例の制定 看護休暇の対象となる子の範囲を拡大する。

議第10 号 賃貸集合住宅条例の一部を改正する
条例の制定

コーポ睦合の改修に伴い 202・205 号室の家賃を
31000 円に改定する。

議第11号 スクールバス条例の一部を改正する条
例の制定

本道寺路線を追加するとともに、規定の整備を
図る。

議第12号 みどり住宅条例の一部を改正する条例
の制定 みどり住宅 ℍ 棟４戸のうち２戸を用途変更する。

議第27号 西川町長の退職手当の計算基礎となる
給料の月額の特例に関する条例の設定 現在の町長の職にある者の退職手当を減額する。

発議第1号 菅野大志町長の問責に関する決議 詳細は P13 を参照

【人事案、条例案等】

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第１3号 一般会計（第８号）
新地創交付金事業「孤立可能
性集落におけるレジリエンス×
産業創出拠点整備事業」を実
施しないなど

▲ 8662 万円 94 億 2540 万円

議第14号 国民健康保険特別会計
補正予算(第 3号) 基金積立金 20 万円 5 億 9547 万円

議第15号 後期高齢者医療特別会計
（第3号） 後期高齢者医療広域連合納付金 584 万円 １億 1696 万円

議第16号 介護保険特別会計
（第3号） 地域支援事業費等 17 万円 7 億 8245 万円

議第17号 公共下水道事業会計
（第1号） マンホール蓋更新工事 729 万円 １億 4879 万円

【令和７年度各会計補正予算】

令和８年第 1回定例会に提出された主な議案 令和8年度
第 1 回
定 例 会目指しリニューアル目指しリニューアル

地ビール増産地ビール増産
　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
１３
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
令
和
８
年
度
各
会
計
予
算(

９
会
計)

の
ほ
か
、
人
事
案
件
、

条
例
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
２７
議
案
が
提
出
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
人
の
議
員
が
４
件
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
発
議
１
件
が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
道
の
駅
ロ
ー
カ
ル

　

ビ
ジ
ネ
ス
事
業

　

町
は
令
和
７
年
度
に
、

道
の
駅
を
目
的
と
す
る
来

訪
者
の
増
加
や
地
域
の
稼

ぐ
力
を
創
出
す
る
た
め
、

町
内
外
の
方
々
が
交
流
で

▲

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

フ
ェ
リ
シ
ア
公
園

▲手作業によるビン詰め

会　　　　　計
認定の状況

本会議 予算特別委員会

一　般　会　計 議第18号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

特 別 会 計

国民健康保険会計 議第19号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
寒河江ダム周辺施設管理事業会計 議第20号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
後期高齢者医療会計 議第21号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
介護保険会計 議第22号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

企 業 会 計

病院事業会計 議第23号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
水道事業会計 議第24号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
公共下水道事業会計 議第25号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
農業集落排水事業会計 議第26号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

本会議及び予算特別委員会における会計毎の採決の状況

き
る
芝
生
広
場
・
イ
ベ
ン

ト
広
場
を
造
成
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
、地
ビ

ー
ル
醸
造
の
体
制
強
化
を

目
的
と
し
て
、瓶
詰
め
機

更
新
工
事
な
ど
５
０
７
８

万
円
の
地
ビ
ー
ル
工
場
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。
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　令和８年度の各会計予算は、予算特別
委員会（議長を除く８人の議員で構成）の
審査に付託されました。
　予算特別委員会では、３月５日から４日
間にわたり各課の予算説明を受け、質疑
を行いました。その主な内容を紹介します。

有
害
鳥
獣
処
理
施
設

有
害
鳥
獣
捕
獲
後
の

処
理
施
設
と
し
て
埋

設
管
を
設
置
し
ま
す
が
、

設
置
場
所
は
ど
こ
を
予
定

し
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
利
用
す
る
の
に

条
件
は
あ
り
ま
す
か
。

み
ど
り
共
創
課

設
置
場
所
は
現
在
検

討
中
で
す
。
使
用
料
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
自
治
体

の
活
動
と
し
て
捕
獲
し
た

鳥
獣
で
あ
れ
ば
捨
て
ら
れ

ま
す
。
蓋
を
し
て
鍵
を
か

け
ま
す
の
で
、
鍵
は
み
ど

り
共
創
課
で
保
管
し
ま
す
。

問答

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
修
繕

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
修
繕

補
助
金
の
内
容
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

総
務
課

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
す
べ
て
終
わ
っ
て
お
り
、

令
和
７
年
度
ま
で
は
修
繕

の
み
の
補
助
で
し
た
が
、

令
和
８
年
度
か
ら
は
新
設

に
も
上
限
な
し
で
工
事
費

の
1
/
2
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

路
線
バ
ス
委
託
料

路
線
バ
ス
委
託
料
は

前
年
度
よ
り
増
額
し

て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す

か
。

町
民
税
務
課

前
年
度
は
路
線
バ
ス

の
委
託
と
集
落
支
援
員
の

委
託
を
分
け
て
契
約
し
て

い
ま
し
た
が
、
令
和
８
年

度
は
集
落
支
援
員
の
制
度

を
活
用
し
な
い
の
で
、
元

の
形
に
戻
し
ま
す
。
集
落

支
援
員
分
の
人
件
費
と
昨

今
の
人
件
費
増
も
考
慮
し

て
増
額
し
ま
し
た
。

問

問

答

答

特
別
交
付
税

地
域
お
こ
し
協
力
隊

・
集
落
支
援
員
・
地

域
活
性
化
起
業
人
の
人
数

は
、
令
和
７
年
度
と
８
年

度
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
一
人
当
た
り
の

特
別
交
付
税
は
い
く
ら
で

す
か
。

　
　
　
　企

画
財
政
課

協
力
隊
は
令
和
７
年

度
は
13
人
、
令
和
８
年
度

は
８
人
で
中
途
退
任
が
３

人
で
す
。
支
援
員
は
43
人

か
ら
22
人
へ
。
起
業
人
は

16
人
か
ら
７
人
に
な
り
ま

す
。

　

協
力
隊
は
上
限
で
報
酬

３
５
０
万
円
・
経
費
２
０

０
万
円
の
合
計
５
５
０
万

円
、
支
援
員
は
上
限
で
５

０
０
万
円
、
起
業
人
は
派

遣
型
で
５
９
０
万
円
、
副

業
型
で
報
酬
１
０
０
万

円
・
旅
費
１
０
０
万
円
に

な
り
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総

合
支
援
事
業
補
助
金

は
給
湯
器
や
エ
ア
コ
ン
の

更
新
も
該
当
し
ま
す
が
、

省
エ
ネ
タ
イ
プ
に
限
定
さ

れ
る
の
で
す
か
。ま
た
、購

入
は
地
元
業
者
に
限
定
さ

れ
る
の
で
す
か
。

建
設
水
道
課

エ
ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
基

準
は
、
２
０
２
７
年
度
新

基
準
と
な
り
ま
す
。
国
か

ら
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す

が
、
町
で
は
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
２
０
１
０
年
度

の
基
準
ま
で
下
げ
て
、
町

内
の
関
連
業
界
振
興
の
た

め
町
内
業
者
の
施
工
を
条

件
に
し
て
い
ま
す
。

カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー
委
託
料

月
山
カ
ヌ
ー
セ
ン
タ

ー
の
管
理
委
託
料
で

す
が
、
冬
期
間
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
令
和
７
年
度
に

実
施
し
た
雪
庇
対
策
工
事

の
効
果
は
あ
り
ま
し
た
か
。

観
光
課

前
年
度
に
で
き
な
か

っ
た
冬
期
間
の
イ
ベ
ン
ト

企
画
や
、
冬
季
の
定
期
点

検
も
含
ん
だ
年
間
を
と
お

し
た
業
務
委
託
と
な
り
ま

す
。

　

雪
庇
対
策
工
事
の
効
果

で
す
が
、
真
冬
の
期
間
数

回
点
検
に
行
き
ま
し
た
が
、

問
題
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
工
透
析

河
北
病
院
で
は
人
工

透
析
を
や
め
ま
し
た
。

新
た
な
統
合
病
院
で
も
行

わ
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

町
立
病
院
は
人
工
透
析
を

こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く

考
え
で
す
か
。　

町
立
病
院

現
在
の
患
者
数
は
14

人
で
す
が
、
こ
れ
以
上
人

数
を
増
や
す
と
対
応
す
る

日
数
や
時
間
が
増
え
た
り
、

先
生
の
確
保
も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
に
も
な
り
ま
す

の
で
令
和
８
年
度
は
現
状

を
維
持
し
ま
す
。

お
た
す
け
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

イ
ン
タ
ー
ン
（
お
た

す
け
隊
）
の
委
託
料
は
１

人
あ
た
り
１
２
０
０
０
円

の
日
額
で
す
が
内
訳
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

つ
な
ぐ
課

特
別
交
付
税
の
財
政

措
置
の
上
限
が
１
２
０
０

０
円
で
す
。
協
力
隊
イ
ン

タ
ー
ン
の
給
料
、
住
宅
費
、

生
活
支
援
費
の
ほ
か
、
募

集
サ
イ
ト
「
お
て
つ
た

び
」
へ
の
経
費
な
ど
で
す
。

問問

問問

答答

答答

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度
社
会
福

祉
協
議
会
の
委
託
料

よ
り
、
町
所
有
に
な
っ
て

か
ら
の
委
託
料
の
方
が
増

額
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で

す
か
。健

康
福
祉
課

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
、
海
味
温
泉
の
委
託
業

務
も
あ
り
ま
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
時
は
温
泉
収

入
は
協
議
会
に
入
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
の
温
泉

収
入
は
町
に
入
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
分
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
施
設
整
備

西
川
小
学
校
の
屋
根

の
防
水
工
事
と
、
雨

漏
り
に
よ
り
故
障
し
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
修
繕
工
事

に
高
額
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
が
、
雨
漏
り
の

原
因
は
何
だ
っ
た
の
で
す

か
。

ま
な
ぶ
課

雨
漏
り
の
原
因
を
当

時
の
設
計
事
務
所
・
施
工

会
社
に
確
認
調
査
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
開
校
か
ら

13
年
経
つ
こ
と
か
ら
、
防

水
部
材
の
経
年
劣
化
が
原

因
で
し
た
。

問問 答答

▲

路
線
バ
ス

▲

庄
内
町
の
埋
設
管

▲

L
E
D
防
犯
灯

▲

活
動
の
様
子

▲

カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー

▲

西
川
小
学
校

▲

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

担　当　課
説　明

予　算
特別委員会

令和8年度会計 町民の未来のため町民の未来のため
　　８８年度予算を問う年度予算を問う

問答
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ま
な
ぶ
課

１
４
０
０
万
円
は
運

営
会
社
が
令
和
６
年
度
の

実
績
に
基
づ
い
て
、
令
和

８
年
度
営
業
す
る
の
に
必

要
な
金
額
で
あ
る
と
提
示

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
令
和
７
年
度

の
営
業
成
績
を
踏
ま
え
た

運
営
会
社
か
ら
の
回
答
が

こ
れ
か
ら
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
金
額
は
来
年
度
営
業

す
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
た

数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

審議
採決

あ
い
べ
駐
車
場

交
流
セ
ン
タ
ー
あ
い

べ
駐
車
場
の
ラ
イ
ン

が
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ラ
イ
ン
引
き
の
予
算

を
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
な
ぶ
課

役
場
と
保
健
セ
ン
タ

ー
駐
車
場
の
ラ
イ
ン
引
き

は
、
材
料
を
購
入
し
て
職

員
が
実
施
し
ま
し
た
。
交

流
セ
ン
タ
ー
あ
い
べ
も
同

様
に
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

研
修
会
等
負
担
金

令
和
７
年
度
予
算
で

は
、
町
議
会
議
員
２

人
分
の
研
修
予
算
し
か
な

く
、
年
度
後
半
に
申
し
込

ん
だ
議
員
は
受
講
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
３
人
分

し
か
計
上
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
研
修
受
講
希
望
者

に
対
し
て
追
加
予
算
を
認

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
事
務
局

今
後
計
画
を
立
て
て
、

必
要
と
な
り
ま
し
た
ら
財

政
協
議
の
中
で
補
正
予
算

の
協
議
を
行
い
ま
す
。

商
標
登
録

こ
れ
ま
で
も
要
望
し

て
き
た
「
月
山
の
め

ぐ
み
」
の
パ
テ
ン
ト
取
得

が
、
令
和
８
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
進

捗
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

み
ど
り
共
創
課

令
和
７
年
度
に
商
標

登
録
の
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
年
度
内
に

完
結
で
き
な
い
の
で
新
た

に
令
和
８
年
度
に
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。
令
和
８

年
度
中
に
登
録
で
き
る
の

か
、
確
認
も
含
め
て
手
続

き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問問

問

答

答

答

答

公
民
館
改
修
支
援

公
民
館
施
設
整
備
補

助
金
と
し
て
７
地
区

９
件
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
年
度
途
中

で
修
理
が
必
要
に
な
っ
た

時
、
補
正
を
組
ん
で
も
ら

え
る
の
で
す
か
。

企
画
財
政
課

公
民
館
整
備
に
つ
い

て
は
、
随
時
申
し
込
み
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
。
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
し
て
、
翌
年
度

補
助
金
を
出
す
仕
組
み
で

す
の
で
、
緊
急
の
際
に
補

正
を
組
ん
で
行
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ヌ
ー
セ
ン
タ
ー
カ
フ
ェ

月
山
カ
ヌ
ー
セ
ン
タ

ー
の
カ
フ
ェ
は
ど
こ

で
出
店
し
て
い
る
の
で
す

か
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
に
町

任
用
職
員
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
働
い
て
い
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

観
光
課

令
和
８
年
度
は
運
営

維
持
管
理
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
企
画
運
営
も
含
め
て
の

業
務
委
託
料
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
受
託
業

者
と
カ
フ
ェ
を
や
り
た
い

協
力
隊
員
と
で
、
実
証
実

験
の
形
で
カ
フ
ェ
の
営
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
予
算
に

は
、
カ
フ
ェ
業
務
の
委
託

は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
の
業
務
を
進
め

る
う
え
で
、
カ
フ
ェ
運
営

も
加
え
る
か
精
査
し
ま
す
。

ス
キ
ー
場
運
営
経
費

町
民
ス
キ
ー
場
の
索

道
事
業
運
営
補
助
金

は
令
和
７
年
度
は
７
３
０

万
円
で
し
た
。
令
和
８
年

度
は
１
４
０
０
万
円
の
計

上
で
す
が
、
こ
の
金
額
の

根
拠
と
な
る
も
の
は
何
で

す
か
。

　

ま
た
、
こ
の
金
額
の
補

助
で
来
シ
ー
ズ
ン
営
業
の

担
保
と
な
る
の
で
す
か
。

給
食
材
料
費

今
年
度
は
食
材
の
価

格
高
騰
で
、
調
理
の

現
場
で
は
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
鑑
み
、
令
和

８
年
度
の
学
校
給
食
材
料

費
の
予
算
組
み
は
前
年
と

比
較
し
て
物
価
高
騰
分
を

加
算
し
て
い
る
の
で
す
か
。

ま
な
ぶ
課

学
校
給
食
の
一
食
当

た
り
の
単
価
は
、
小
学
校

３
７
０
円
・
中
学
校
４
４

０
円
で
す
。

　

令
和
８
年
度
は
前
年
度

単
価
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
３０

円
・
４０
円
上
乗
せ
し
て
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。

共
聴
組
合
受
信
設
備

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施

設
は
設
置
か
ら
16
年

が
経
過
し
、
耐
用
年
数
が

10
年
で
あ
り
、
老
朽
化
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
光
増

幅
器
が
故
障
す
る
と
７
地

区
の
共
聴
組
合
で
視
聴
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
大
井

沢
区
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
も

要
望
し
て
い
ま
す
が
、
８

年
度
に
予
算
化
な
ら
な
い

の
は
な
ぜ
で
す
か
。　

総
務
課

令
和
７
年
度
の
地
域

づ
く
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
地

域
か
ら
の
要
望
で
は
、
大

井
沢
の
み
で
他
地
区
か
ら

の
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
町
で
助
成
し
ま
す

と
、
そ
の
後
の
財
政
的
見

通
し
が
立
た
な
い
た
め
、

ま
ず
は
令
和
８
年
度
の
当

初
予
算
に
は
置
か
な
い
判

断
を
し
ま
し
た
。

問

問

問

問

問

答

答答

答

▲月山のめぐみシール

　３月11日、議場で予算特別委
員会を開催し、令和８年度の各
会計予算の審査、採決を行いま
した。主な質疑の内容を紹介し
ます。

予　算
特別委員会

令和8年度会計 町民の幸せのため町民の幸せのため
　　　　　　　　　　　　　　さらに問うさらに問う

▲

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト

▲

あ
い
べ
駐
車
場

▲

学
校
給
食
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３
人
の
一
般
質
問

３
人
の
一
般
質
問

質問事項（発言順）
一般質問

３
人
の
議
員
が

　

町
政
を
た
だ
す

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
１
回
定
例
会
で

は
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

交
流
事
業

町
は
、
台
湾
師
範
大

学
や
台
湾
の
小
学
校

と
の
交
流
事
業
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

台
湾
師
範
大
学
と
の

交
流
は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
客
を
推
進
す
る
上
で
、

重
要
な
契
機
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
と
の
交

流
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

と
国
際
感
覚
を
養
う
た
め

に
、
交
流
の
充
実
を
体
現

す
る
学
校
主
体
の
活
動
で

あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。

西
川
小
学
校
の
児
童

が
台
湾
を
訪
問
す
る

新
た
な
交
流
事
業
に
関
わ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
、
町
は

支
援
や
委
託
を
考
え
て
い

ま
す
か
。

こ
の
度
の
訪
問
活
動

の
結
果
を
検
証
し
、

参
加
児
童
の
満
足
度
調
査

や
教
育
的
効
果
を
精
査
し

ま
す
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
、町
の

調
査
結
果
の
対
応

山
形
県
が
実
施
し
た

上
小
沼
の
水
源
地
域

の
地
す
べ
り
調
査
を
ど
の

よ
う
に
受
け
と
め
て
い
ま

す
か
。町

内
1
4
0
0
世
帯

に
水
を
供
給
す
る
貴

重
な
自
己
水
源
で
あ
り
ま

す
。
令
和
3
年
度
～
6
年

度
で
地
滑
り
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
地
表
5
～
20

メ
ー
ト
ル
地
点
で
地
滑
り

が
起
き
て
い
て
、
今
後
、

国
直
轄
で
地
滑
り
対
策
事

業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

町
も
全
面
的
に
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

水
源
の
確
保

水
抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ

を
実
施
す
る
際
、
水

道
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

に
、
確
実
に
供
給
す
る
た

め
の
代
替
え
水
源
の
確
保

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

水
源
が
枯
渇
し
た
り
、

水
質
が
悪
化
し
一
時

集
落
支
援
員
の
運
用

町
は
、
集
落
支
援
員

運
用
の
ど
こ
に
問
題

が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
か
。

町
内
事
業
者
の
社
員

を
集
落
支
援
員
と
す

る
委
託
型
に
お
い
て
は
、

支
援
員
と
し
て
の
業
務
と
、

所
属
す
る
事
業
所
の
社
員

と
し
て
の
業
務
の
区
分
が
、

十
分
に
明
確
で
あ
っ
た
と

は
言
い
切
れ
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

集
落
支
援
員
の
財
源

集
落
支
援
員
の
委
託

型
は
、
令
和
６
年
度
、

７
年
度
合
わ
せ
て
約
９
０

０
０
万
円
が
、
特
別
交
付

税
と
し
て
国
か
ら
お
金
が

こ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
委
託
料
の
財
源
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

一
般
財
源
で
す
。

将
来
を
担
う
人
材
育
成
に

資
す
る
有
益
な
も
の
で
あ
る

と
確
認
で
き
れ
ば
、財
源
的

に
持
続
可
能
な
支
援
の
仕

組
み
作
り
を
研
究
し
ま
す
。

ス
キ
ー
場
の
存
続

町
は
、
台
湾
交
流
事

業
に
重
要
な
町
民
ス

キ
ー
場
を
存
続
し
て
い
く

強
い
意
志
は
あ
る
の
で
す
か
。

教
育
や
観
光
、
台
湾

交
流
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

の
認
識
の
も
と
、
持
続
に

向
け
て
運
営
会
社
と
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

運
営
会
社
に
は
ど
の

よ
う
な
支
援
を
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。

財
政
面
で
は
、
ス
キ

ー
場
が
な
く
な
ら
な

い
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
索
道
補

助
金
を
増
額
し
ま
す
。
来

年
も
継
続
で
き
る
よ
う
に

交
渉
し
て
ま
い
り
ま
す
。

的
に
利
用
で
き
な
く
な
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
水
源
の
保
全
と
地

滑
り
対
策
が
必
要
で
、
高

度
な
技
術
と
多
額
の
費
用

と
な
り
ま
す
。
令
和
8
年

度
か
ら
は
、
県
か
ら
国
の

地
滑
り
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
る
の
で
、
今
後
は
継

続
し
て
森
林
管
理
局
に
要

望
し
ま
す
。

管
理
道
路
の
整
備

水
源
を
管
理
す
る
に

は
、
道
路
整
備
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
現
状
は
、

大
雨
に
よ
る
洗
堀
・
林
業

伐
採
運
搬
に
よ
る
路
面
損

傷
で
悪
路
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
町
道
・
林
道
整

備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

町
の
水
源
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
で
水
道
管
理
と

し
て
不
可
欠
な
道
路
で
あ

り
ま
す
。一
方
、地
滑
り
地

帯
で
毎
年
段
差
が
発
生
す

る
こ
と
な
ど
、コ
ス
ト
面
も

考
慮
し
て
砂
利
敷
き
補
修

で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
の
目
的

広
報
誌『
N
E
T
W

O
R
K
に
し
か
わ
』

の
令
和
７
年
４
月
号
ま
で

「
い
ど
ば
た
会
議
」
の
ペ

ー
ジ
に
、
オ
ー
プ
ン
チ
ャ

ッ
ト
の
二
次
元
コ
ー
ド
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト

の
目
的
は
何
で
す
か
。

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト

「
す
っ
だ
い
町
を
実

現
す
る
西
川
町
」
は
、
町

が
管
理
運
営
す
る
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
本
町
の
町
づ
く
り
に

強
い
関
心
を
持
つ
町
の
有

志
、
個
人
に
よ
っ
て
自
主

的
に
開
設
、
運
営
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

多
く
の
町
民
、西
川
フ
ァ

ン
、関
係
人
口
の
方
々
が
集

う
デ
ジ
タ
ル
交
流
の
場
と
し

て
機
能
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問

問 問問

答答

答答

答答

答

答 答答

佐藤　大　議員 …………………………………P10

１　台湾と西川町の交流事業について

飯野　幹夫　議員…………………………………P11

１　町の水道水確保について

佐藤　光康　議員…………………………………P11

１　町の「集落支援員」の活用について

２　町のオープンチャットについて

佐
さ と う

藤　大
だい

　議員佐
さ と う

藤　光
みつやす

康　議員

飯
い い の

野　幹
み き お

夫　議員

台湾との交流事業支援を
　　　　　　　　　どう考える

町の「集落支援員」の活用は
町のオープンチャットは

町の水道水確保は大丈夫なのか
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ハラスメント疑惑 調査特別委員会報告ハラスメント疑惑 調査特別委員会報告特 集

１月26日	 第 21回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　　調査報告書 ( 案 ) について
２月４日	 第 22回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　　最終調査報告書 ( 案 ) について
２月９日	 本委員会に付託されたハラスメント疑惑調査の報告にかかる臨時議会
　　　　　　　招集を請求
２月12日	 第 23回ハラスメント疑惑調査特別委員会
　　　　　　　最終調査報告書について
２月13日	 議員懇談会
　　　　　　　全議員に報告書説明
２月27日	 令和８年第２回臨時会
　　　　　　　ハラスメント疑惑調査特別委員会報告
３月13日	 令和８年第１回定例会の最終日
　　　　　　　発議第１号　菅野大志町長の問責に関する決議
　　　　　　　全会一致で可決

　令和７年第１回定例会の一般質問に端を発したハラスメント疑惑が浮上し、４
月25日の令和７年第２回臨時会で強い調査権限を持つハラスメント疑惑調査特別
委員会（百条委員会）が設置されました。
　その後、特別委員会23回、議員懇談会４回、総時間数95時間にわたり開催し、
また町職員や会計年度任用職員等304人にアンケート調査を行い、219人から回答
をいただきました。また証人尋問は16名に実施し、10か月にわたり鋭意調査に努
めました。
　町民の方々に遅くても２月中に報告すると約束していましたので、臨時会の招
集を求め、２月27日の令和８年第２回臨時会の席上で特別委員会の報告をいたし
ました。
　また、令和８年第１回定例会の最終日に「菅野大志町長の問責に関する決議」
を全会一致で可決しました。
                                                    　　　　　　　　委員長　佐藤　耕二

ア)予算の補正後総額　　4,504,000円
イ)実績　　　　　　　　2,345,041円
　　法的助言者業務委託料、記録反訳委託料、郵便料、切手代、証人等費用弁償　
　　印刷費等

　菅野大志町長は、多くの職員に対し、明確にパワーハラスメントと判断できる
ような行為を行っている。また西川町議会議員及び西川町民にも、名誉毀損など
の違法行為、不適切な行為などを多数回行っている。また、当委員会が実施した
アンケートに対して、町職員110名・会計年度任用職員71名・退職した町職員24
名を合計した205名から回答をいただいた。アンケートの回答の中には菅野大志
町長からの指示どおりの業務を行っても、指示を出した菅野大志町長が指示内容
を忘れていたため、やり直しを要求されたという者、休日に業務命令ではない任
意のボランティア活動を求められ、拒否すると嫌味を言われたという者、みんな
が恐怖で委縮している、職場の中での悪口や無視が常にあるという者等33件寄せ
られた。被害者の中には、退職した者、病気療養に専念する者、西川町を離れた
者などがいる。これらの者は西川町に関われなくなっている。
　これらの行為を行う原因は菅野大志町長個人の資質に求めざるを得ない。そし
て、菅野大志町長の資質に起因する各行為が、西川町の職員及び町民にもたらし
た被害は甚大であって看過することはできない。また、菅野大志町長が職務を継
続する意向を有しているのであれば、自省し反省の弁を述べるだけでは不足する
と考えざるを得ない。

経過

調査経費

報告書概要

委員長報告

　菅野大志町長の町職員に対するハラスメントに該当する案件が７件認定された。ま
た、町民や議会議員の名誉毀損、違法行為、類似行為が６件あり、退職した職員の数
名は菅野大志町長の言動でうつを発症し、心療内科への通院を余儀なくされた。
　これらを踏まえ、菅野大志町長の責任は重大であり、猛省を促すとともに辞職に相
当する行為であるといえる。今後の責任の取り方を菅野大志町長自身がよく考え、町
民が納得できるよう説明をしていただきたい。
　本議会は、今後の町政運営において同様の問題が繰り返されることのないよう強く
求める。

　以上、決議する。

発議第１号 菅野大志町長の問責に関する決議
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議会傍聴のご案内
議場で行う本会議や特
別委員会は、インター
ネットで中継している
ほか、過去の映像を視
聴することもできます。
ぜひご覧ください。

議会の動き議会の動き

次回定例会は
６月です

面倒な手続きは
何もありません。
ぜひお気軽に！

（6月8日からの予定）

　

２
月
執
行
さ
れ
た
町

議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

よ
り
、新
た
に
議
員
と
な

っ
た
黒
田
啓
議
員
を
紹

介
し
ま
す
。

　

海
味
地
区
に
お
住
ま

い
の
68
歳
で
す
。

　

今
後
は
総
務
厚
生
常

任
委
員
会
と
広
報
公
聴

常
任
委
員
会
の
委
員
と

な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

新
人
議
員
の
紹
介

令和８年第２回臨時会に提出された主な議案等

　令和8年第2回臨時会が2月27日に開催されました。

　2月に執行された町議会補欠選挙で当選されたことにより、議席の

一部変更、議席の指定、自己紹介、常任委員会委員の選任が行われ

ました。

　一般会計補正予算の専決処分が上程され可決されました。また、

ハラスメント疑惑調査特別委員会の報告が行われました。

令和8年
第 2 回
臨 時 会議会全員協議会

■２月13日　政策提言の回答ほか
■２月20日　令和８年度予算（案）内示ほか
■３月３日　　第三者委員会の状況ほか
■３月16日　第三者委員会の調査報告

議会運営委員会
■２月9日　　議長の臨時会招集請求の件
■２月20日　�令和８年第２回臨時会の運営
　　　　　　　　令和８年第１回定例会の運営

総務厚生常任委員会
■１月20日　所管事務事業聴き取り
■３月4日　　政策提言回答の検討ほか
■３月16日　政策提言回答の検討ほか

産業建設常任委員会
■３月4日　　政策提言回答の検討ほか

広報公聴常任委員会
■１月23日　令和８年度議会だより検討
■２月13日　令和８年度議会だより検討
■２月27日　令和８年度議会だより検討
■３月4日　　議会だより136号編集会議ほか
■３月19日　入稿前編集会議
■３月25日　第１回校正
■３月27日　第２回校正
■３月31日　第３回校正
■４月3日　　第４回校正
■４月6日　　第５回校正
■４月8日　　第６回校正、校了

予算特別委員会
■３月５日　　予算説明、質疑(特別会計等)
■３月６日　　予算説明、質疑(一般会計)
■３月９日　　予算説明、質疑(一般会計)
■３月10日　予算説明、質疑(一般会計)
■３月11日　付託案件の審議

あ
の
政
策
提
言
は
ど
う
な
っ
た

あ
の
政
策
提
言
は
ど
う
な
っ
た

放
課
後
子
ど
も
教
室
・
病
弱
学
級
に
つ
い
て

令 和 ７ 年 度
政策提言

１
．
放
課
後
子
ど
も
教
室

　
　
の
充
実

　
（1）
職
員
の
給
与
や
職
員
数

等
の
待
遇
の
改
善
に
つ
い
て

　

当
教
室
職
員
の
人
数
と

し
て
は
、個
別
の
特
別
支
援

を
要
す
る
方
の
受
け
入
れ

も
行
っ
た
こ
と
か
ら
、令
和

７
年
度
よ
り
１
名
増
員
し
、

計
１８
名
体
制
と
充
実
さ
せ

て
お
り
ま
す
。令
和
７
年

度
は
、こ
れ
ま
で
配
置
で
き

な
か
っ
た
保
育
士
の
資
格

を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
職
員
を

採
用
し
、職
員
の
質
的
向

上
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
よ

う
に
有
資
格
者
に
加
え
、

子
ど
も
預
か
り
の
ス
キ
ル

を
高
め
る
た
め
に
、子
ど
も

教
室
の
従
事
者
研
修
等
を

受
講
し
た
職
員
は
、そ
の

経
験
や
ス
キ
ル
に
応
じ
た

給
与
と
い
た
し
ま
す
。な
お
、

令
和
７
年
度
新
た
に
利
用

を
開
始
し
た
個
別
の
特
別

支
援
を
要
す
る
お
子
さ
ん

等
に
つ
い
て
は
、健
康
福
祉

課
と
の
連
携
を
強
化
し
、

個
別
見
守
り
の
た
め
の
要

員
を
配
置
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

（２）
活
動
充
実
の
た
め
に
事

務
費
等
の
増
額
に
つ
い
て

　

当
教
室
の
事
務
費
は
、

令
和
５
年
度
に
は
３
万
４

千
円
で
対
応
し
て
い
ま
し

た
。毎
年
、町
長
と
教
育
長

と
当
教
室
の
現
状
把
握
を

行
っ
て
お
り
、令
和
６
年
度

よ
り
事
務
費
は
実
質
的
に

１０
万
円
程
度
を
使
え
る
よ

う
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
町
長
と
教
育
長
に

よ
る
現
場
で
の
対
話
を
踏

ま
え
、真
に
必
要
な
活
動

か
ど
う
か
を
踏
ま
え
て
適

切
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

（３）
多
人
数
の
利
用
の
際
の

学
校
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

  

利
用
者
が
４０
名
以
上
に

な
る
、長
期
休
業
や
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
際
は
、ま
な
ぶ
課

と
学
校
が
協
議
し
、学
校

の
教
育
活
動
に
支
障
の
な

い
範
囲
内
で
、小
学
校
の
多

目
的
ホ
ー
ル
や
体
育
館
を

有
効
に
活
用
し
て
お
り
ま

す
。

２
．
病
弱
学
級
の
支
援
体

　
　
制
の
充
実
に
つ
い
て

（1）
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
よ
り
病
弱

学
級
を
開
設
し
、ケ
ア
を

行
う
看
護
職
員
を
１
名
配

し
ま
し
た
が
、在
籍
児
童
の

登
校
日
数
の
増
加
等
を
受

け
、令
和
７
年
に
は
２
名
体

制
と
し
ま
し
た
。待
遇
の

面
で
は
、常
に
緊
張
感
を
も

っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
職
務
の
特
殊
性

と
看
護
職
員
継
続
確
保 

の
観
点
か
ら
、看
護
職
員
の

処
遇
を
大
幅
に
見
直
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、病
弱
学
級
の
設

置
は
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
を
具
現
化
し
、周
り
の

子
ど
も
た
ち
の
寛
容
性
も

高
め
る
等
の
良
い
影
響
が

あ
り
ま
す
。当
教
室
は
、現

在
、一
般
財
源
で
対
応
し

て
お
り
、継
続
的
な
設
置

を
行
う
に
は
、県
等
に
要

望
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、令
和
７
年
１２
月
、町

長
よ
り
県
知
事
に
対
し
て

説
明
し
た
う
え
で
、山
形

県
町
村
会
と
し
て
要
望
書

を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

１
．設
備
や
事
業
に
つ
い
て

（1）
放
牧
の
受
け
入
れ
状
況

や
施
設
の
維
持
に
つ
い
て

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、仁
田

山
放
牧
場
に
お
い
て
、町
内

唯
一
の
畜
産
関
係
者
が
今

後
放
牧
を
予
定
し
て
お
ら

ず
、西
川
町
仁
田
山
放
牧

場
条
例（
平
成
９
年
条
例

第
６
号
）第
１
条
に
規
定

す
る「
本
町
に
お
け
る
畜

産
の
振
興
を
図
る
」 

と
い

う
目
的
が
達
成
困
難
な
状

況
と
な
って
い
ま
す
。 

ま
た
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、設
備
の
更
新
が
必

要
で
す
が
、町
内
の
畜
産

関
係
者
が
放
牧
場
を
利
用

し
な
い
と
い
う
状
況
下
に
あ

っ
て
は
、設
備
の
更
新
の
た

め
の
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

町
民
の
理
解
を
得
る
の
は

難
し
い
状
況
で
す
。こ
の
た

め
、令
和
８
年
度
以
降
の
放

牧
牛
の
受
け
入
れ
は
停
止

し
、仁
田
山
放
牧
場
は
休

牧
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（２）
補
助
金
を
活
用
し
て
購

入
し
た
機
材
に
つ
い
て

　

補
助
金
を
活
用
し
た
機

材
は
、仁
田
山
放
牧
場
の

草
地
管
理
の
た
め
に
導
入

し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
。令

和
８
年
度
は
、休
牧
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、農
業

等
で
放
牧
場
付
近
を
利
用

す
る
方
々
の
た
め
に
、放
牧

場
の
最
低
限
の
管
理
措
置

と
し
て
、こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
で

草
刈
り
を
継
続
し
て
い
く

考
え
で
す
。

２
．施
設
の
活
用
に
つ
い
て

（1）
現
施
設
の
活
用
に
つ
い
て

　

提
言
を
踏
ま
え
、融
雪

後
、ま
ず
は
関
係
課
や
観

光
協
会
等
の
町
内
関
係
者

に
よ
る
視
察
を
実
施
し
、

活
用
の
可
能
性
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（２）
現
施
設
の
売
却
も
含
め

た
検
討
は

　

ま
ず
は
町
内
関
係
者
に

よ
る
活
用
の
可
能
性
を
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、行
政
財
産
と
し
て

の
活
用
の
目
途
が
立
た
な

け
れ
ば
、普
通
財
産
と
し

て
売
却
も
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）

議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額
承認第１号 一般会計(第 6号) 西川町議会議員補欠選挙費 1057 万円 94 億 3286 万円

承認第2号 一般会計(第 7号) 衆議院議員選挙費　  ９１６万円
町道除雪委託　　  ７０００万円 ７９１６万円 95 億１２０２万円

【令和7年度一般会計補正予算】

報　告 件　名 議案の主な内容

報　告 ハラスメント疑惑調査特別委員会報告 詳細は P13 を参照

【報　告】

町
か
ら
議
会
へ
回
答

仁
田
山
放
牧
場
に
つ
い
て
　
町
は
休
牧
を
決
定



突撃インタビュー突撃インタビュー突撃インタビュー突撃インタビュー

西川町議会だより 第136号　16

１
コ
マ

１
コ
マ

　高齢者の介護予防ぴんしゃん広場
や地産地消弁当の事業に携わってい
ます。町民とお話をする中で、何に困
っているのか何が欲しいのか、に対し
てのアクションを起こすきっかけにな
るのかなと思っています。
町議会へ　数多くの事業に携わって
いる町に対して、各分野の議員が見
ているので、良し悪しをはっきり言え
ることが大事かと思います。

　粋な神輿渡御で、地元海味の祭りを
はじめとして、西川町の祭りを盛り上げ
ようと活動をしております。昨年度は創
立30周年を迎え、西川町からも表彰を
頂きました。寒河江神輿祭りにも毎年
参加をしております。熱い声援を宜しく
お願い致します。
町議会へ　西川町を盛り上げる祭りの
更なる継続のために、よろしくお願いい
たします。

　今町では、高齢者に向けていろん
な事業を進めていただいております
が、議員の皆さんも積極的にかかわ
り、福祉の充実に努めて下さい。
町議会へ
　西川町に於いて、行政と議会が
両輪のごとく進めてほしい。

　長年地域の念願でありました流
雪溝工事が、令和8年度より実施さ
れることになり大変喜んでいます。
完成後には排雪作業が楽になるも
のと期待しています。　
町議会へ
　町議のみなさんには、各地域の課
題については積極的に取り組んで
いただきたいと思います。

　図書館ボランティアサークルぴ
ーつくです。毎月図書館で読み聞
かせを開催しています。毎回、親子
で１０名ぐらい来てくれる事はとて
も嬉しいです。
町議会へ　他にもボランティア団
体がありますので紹介して貰えた
ら良いと思います。

　令和８年３月７日に行われた、
西川町消防団幹部科・女性団員
科講習会で、各個訓練、心肺蘇
生の展示をしました。予防広報、
後方支援に頑張ります。

町議会へ
　がんばってください。

地域おこし協力隊
金子秀明さん
(綱　取)

海神會會長
荒木辰也さん

熊野・石田老人
クラブ会長
後藤武志郎さん
(睦　合)

前西間沢町内会長
阿部俊男さん
(西間沢)

柴田　薫さん
(海　味)

菅野陽子さん
(間　沢)

第一分団女性部
部長
板花　彩さん
(間　沢)
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在
校
生
、
先
生
方
な
ど
に

大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た

卒
業
式
典
。
未
来
を
見
つ
め

て
志
し
高
く
羽
ば
た
く
皆
様

に
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
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黒
田　
　

啓

　

前
年
度
当
初
比
で
22・2
％
減

の
70
億
円
と
な
る
、
令
和
８
年
度

の
当
初
予
算
を
三
月
定
例
議
会
に

お
い
て
審
議
採
決
し
、
可
決
い
た

し
ま
し
た
。
骨
格
予
算
の
も
と
、

令
和
８
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

２
月
に
行
わ
れ
た
町
議
の
補
欠

選
挙
で
当
選
さ
れ
た
黒
田
議
員
が
、

広
報
委
員
に
加
わ
り
新
た
な
戦
力

と
な
っ
て
議
会
だ
よ
り
編
集
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
わ
か
り
や
す
い
紙

面
作
り
で
、
み
な
さ
ま
に
議
会
の

動
き
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 　
　
　
　

  　
　
　
（
佐
藤　

大
）

西
川
小
学
校
の

　
　
　
卒
業
式


